
部長会議要録 

確定版 

日時・場所 令和３年１月 12日（火）９時 00分～ 庁議室 

出 席 者 

栢木市長、川口副市長、田中議会事務局長、川端政策調整部長、吉川病院事務部長、 

市木総務部長、長尾市民部長、吉田健康福祉部長、赤坂健康福祉部政策監、 

三上都市建設部長、武内環境経済部長、杉本教育部長、遠藤会計管理者、 

北脇広報秘書課長、事務局（企画調整課） 

 

１．開会 

＜市長挨拶＞ 

 １月 10 日（日）には消防出初式を開催し、無事に終えることができた。今年は大幅に規模を縮

小して各自治会から１名のみの出席としていただき、表彰の式典がメインではあったが、市消防団

が自治会に対して入団勧誘の寸劇を披露され、今までにない取組みで好評であった。 

 昨日には成人式を開催した。コロナの感染対策として、新成人には１席ずつ間隔を空けて座って

いただき、ステージ上には来賓がおられず、演台もなく、マイク１本のみの状況で祝辞を述べた。

特段大きな混乱もなく終えることができた。 

 新型コロナの第３波が猛威を振るっており、まだまだ予断を許さない状況である。寒い日が続い

ているので、体調を崩さないように気を付けてもらいたい。 

 

２．議題 

① 令和２年度 野洲市職員研修（人権研修）開催要項について 

「部落差別解消推進法」制定の背景と、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の正しい理解

と認識を深めるため、２月４日（木）に指導職を対象として人権研修を実施する。また、研修終了

後に各職場で伝達研修を実施することで全庁的に共通理解を図ることとする。 

→市立病院の職員はコロナ対応で参加が難しいかも知れないので、了承いただきたい。 

 →無理のない範囲で参加いただきたい。 

→感染対策が求められている状況だが、グループワークも行うのか。 

 →通常よりも少人数で、密にならないように間隔を空けて実施したいと考えている。今後の状況

によっては開催の是非についても検討したい。 

→市立病院では不要不急の研修は自粛しており、この時期に開催することには疑問を感じる。そう

いった状況を踏まえて、研修の開催を検討いただきたい。 

 →研修の開催に当っては、諸般の状況を踏まえて検討する。 

 

② 全員協議会への提出事項について 

１月 22日（金）開催の全員協議会に報告事項 11件、連絡事項６件を提出する。資料は１月 19日

（火）までに総務課へ提出願う。 

→「コロナウイルスのワクチン接種体制について」を報告事項としているが、予算を専決で補正す

ることについても追加で説明する予定である。 

 

３．その他伝達事項 

〇 １月５日（火）にＪＲ 新
あたらし

踏切において、乗用車と新快速電車の衝突事故があった。幸い死者 

や怪我人はなく、２時間後には運転が再開された。（市民部） 

〇 消防出初式について、元々縮小版で開催する予定だったが、更に規模を縮小して１月 10日（日）



に開催した。（市民部） 

〇 野洲市での新型コロナ感染症対策本部会議については、近畿での緊急事態宣言発令が予想され

ることから、これを受けて県で開催される見込みの対策本部会議の内容を見て、開催の要否やそ

の内容を決定したいと考えている。各職員においては、不要不急の外出自粛やその他の対策につ

いて協力願いたい。（市民部） 

〇 成人式については１月 11日（月）に感染対策を講じた上で開催し、対象者 530名に対し 386名

の出席があった。（教育委員会） 

〇 県内の感染拡大と１都３県での緊急事態宣言を受けて、１月 26 日（火）に予定されていた県市

議会議長会の研修会と、２月５日（金）に予定されていた湖南地区市議会議長会の研修会が中止

となった。（議会事務局） 

〇 県内自治体における人口比の感染者を比較してみたところ、県南部の自治体は総じて上位だっ

たが、野洲市も上位に入っていた。これまで野洲市は少ないと思っていたが、最近の急激な感染

者増により認識を改める必要がある。皆さんも十分に気をつけてもらいたい。（副市長） 

 

４．次回部長会議の予定 

 １月 18日（月）９時 00 分～ 庁議室 

 

５．閉会 


